 「電磁気学」正誤表 2014.9.29 
	 誤 

	p.44, (3.83)式 
	∇・(φE ) 
	∇(φE ) 

	p.99, (7.3)式の下の行 
	[m・kg・s-2・A-2] 
	[m-3・kg-1・s4・A2] 

	p.102, 1行目 
	I 
	I 

	p.131, 常磁性の3行目 
	Cr 
	C 

	p.132, §8.3.1の最下行 
	磁化電流 
	分極電流 

	p.141, 磁石と反磁場の3行目 
	H ≠0になる． 
	H <0になる．したがって 

	p.141, 磁石と反磁場の4行目 
	に反平行なベクトル成分を持つ． 
	と反平行になる． 

	p.141, 下から3行目 
	薄い円板状の 
	円板状の 

	p.148, 1行目 
	中を正のキャリアにより， 
	中に導体が置かれ， 

	p.148, (9.10)式の下3行目 
	Ey < 0 
	q=−e 

	p.148, (9.10)式の下4行目 
	Ey > 0 
	q=e 

	p.177, 下から2行目 
	S 
	S 

	p.185, (11.30)式の下3行目 
	縦波成分 
	電磁波には縦波成分 

	p.186, 最上行 
	真空中の電磁波の 
	電磁波の 

	p.196, 上から2行目 
	平面電磁波Eが 
	平面電磁波が 

	p.198, (12.31)式の下１～2行 
	(12.30)は例えば， 
	(12.30)は・・・できる．例えば， 

	p.201, 図12.1の説明文 
	(y<0) 
	(y>0) 

	p.201, 図12.1の下1行目 
	y≧0 
	y≦0 

	p.203, §12.6の5行目 
	静磁場 
	静電場 

	p.251, (15.8)式の下の行 
	|υ|≧c 
	|υ |> c 

	p.269, 7行目 
	30講シリーズ 
	30シリーズ 

	p.276, 第4章1. 
	「導体側では双極子ポテンシャルは存在しない(導けない)」が正解。この難問の詳細説明は、近刊の物理学基礎シリーズ(4)「電磁気学演習」に掲載予定。 

	p.280, 5. 
	E 1+E 3 
	E 1−E 3 


